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2025 年度入学試験 出題の意図について 
 

英語 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

第１問および第２問はいずれも長文読解問題形式であり、各大問は語彙問題（問１）と内容

一致問題（問２）の２問構成となっている。 

 

問１の語彙問題では、高校段階で身につけておくべき基礎的な語彙力を測るとともに、比

較的難度の高い語についても、文脈を手がかりとして適切な語句を判断できる力が備わっ

ているかを確認するために出題した。語義の理解と文脈把握を踏まえ、最もふさわしい語句

を選択する力をみることで、大学での学習の基盤となる英語運用力の定着度を見極めるね

らいがある。 

 

問２は内容一致問題であり、疑問詞から始まる設問に対して、本文内容と一致するものを

選ぶ形式である。本文を細部まで正確に読み取る力に加え、文脈や叙述内容を総合して設問

の要求を把握し、本文中に根拠を見出した上で、合理的かつ客観的に判断する力が身につい

ているかを評価するねらいがある。 

 

異なるテーマの長文２題を通して、語彙力および読解力をバランスよく評価し、大学での

学修に必要な英語力の基盤が備わっているかを総合的に測定することを目的としている。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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英語 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

第１問および第２問は、本試験における読解力評価の中核をなす設問として、いずれも長

文読解問題形式で構成されており、各大問は語彙問題（問１）と内容一致問題（問２）の

２問構成となっている。いずれの設問においても、単なる知識の有無ではなく、英文全体

を読み取る過程を重視した出題となっている点に特徴がある。 

 

問１の語彙問題では、主として高校段階で身につけておくことが望ましい基礎的な語彙力

を測るとともに、一部には比較的難度の高い語についても、文脈を手がかりとして意味を

推測し、適切な語句を判断できる力が備わっているかを確認するために出題した。個々の

語の知識にとどまらず、前後関係や文全体の意味を踏まえて判断する姿勢が求められる設

問構成としている。 

 語義の理解と文脈把握を踏まえ、最もふさわしい語句を選択する力をみることで、大学

での専門的な学習や資料読解において基礎となる英語運用力の定着度を見極めるねらいが

ある。 

問２は内容一致問題であり、疑問詞から始まる設問に対して、本文内容と一致するものを

選ぶ形式である。設問文の意図を正確に把握したうえで、本文中の該当箇所を探し、根拠

に基づいて判断することが求められる。 

本文を細部まで正確に読み取る力に加え、文脈や論理の流れを総合的に踏まえて設問の要

求を理解し、本文中に明確な根拠を見出した上で、合理的かつ客観的に判断する力が身に

ついているかを評価するねらいがある。また、表現の言い換えや情報の整理を通じて、内

容理解の深さを確認できる設問構成としている。 

 

異なるテーマの長文２題を通して、語彙力および読解力を複数の観点からバランスよく評

価し、基礎的な英語力から実践的な読解力に至るまで、大学での学修に必要な英語力の基

盤が備わっているかを総合的かつ多面的に測定することを目的としている。これにより、

受験者が大学での学びに円滑に移行できるだけの英語力を有しているかを確認することを

意図している。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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国語 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

第１問は論説文、第２問は随筆文を題材とし、各文章について文脈の理解、文章内容の理

解、文章全体の趣旨の把握を問うという基本方針のもとに出題を行った。それぞれの文章

の内容は以下の通りであり、日頃から読書に親しみ、基本的な読解力を養成しておけば十

分に対応できるレベルの出題文となっている。 

 

第１問は、教育について述べたものである。知を伝達する際に、知の生産過程を追体験さ

せることの重要性を説くとともに、その具体的な教育手法を説明し、教えられる知を所与

のものとしてしまう日本の教育の変革につながる提案が述べられている。 

 

第２問は、竹を話題に日本文化に言及した随筆で、「節」が日本文化を象徴する重要なメ

タファーとなっていることを述べた文章である。日本文化についての常識を基にしなが

ら、世界の文化を引き合いに出しつつ広がっていく話題の展開を的確に追い、筆者の考え

を読み取ることが求められる文章である。 

 

論理的な文章に関する問題においては、文章の論理的構成や内容を把握できているかを見

ることに重点を置いている。また随筆においても、文章の展開のなかで筆者の考えを的確

に捉えられているかを見る問題となっている。なお、いずれの問題においても、漢字や語

彙の知識、文法の知識、論理の表現など、国語の基礎力を見る設問を加えている。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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国語 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

第１問の現代文は論説文、第２問は古文からの出題である。第 1 問については、論説、説

明文などの論理的な文章を読み取る読解力をみることを主眼に出題を行った。また、第２

問については、古語に対する知識、古典文法に関わる知識が十分に身についているかを見

ることを目的に、語句の意味、口語訳、内容把握問題等を出題した。両問とも高等学校の

履修範囲内のレベルであり、設問についてもいわゆる難問の出題はなく、日頃の学習の成

果を試す内容となっている。 

 

第１問は、アクティブ・ラーニングが学習者や学校関係者だけに関わるものではなく、社

会性のトレーニングといったすべての市民に関係してくるものであることを述べており、

当事者意識をもって取り組んでいく過程で、他者および自己の多様かつ多重的な在り方に

ついて理解を深められることを主張している。 

第２問は、松尾芭蕉が歌枕の地である須磨・明石を訪れた際のことを記した紀行文で、芭

蕉の物の見方や描き方、俳諧観を捉えることがポイントとなる文章である。 

 

論理的な文章に関する問題においては、漢字や語彙の知識、文法の知識、論理の表現など

の国語の基礎力を見る設問を配置したうえで、文章の論理的構成や内容が把握できている

かを見ることに重点を置いている。また古文においては、高校の学習範囲で十分に解答で

きるものであり、学習した知識をベースにしての古文の理解度を見る問題となっている。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 

 

 

  



5 

 

化学 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

化学基礎の主要単元について、基本的な概念や知識及び計算力をバランスよく問うこと

で、高校化学の理解度を総合的に測定することを目的としている。各大問の出題意図は以

下の通りである。 

 

第１問は「純物質と混合物」「炎色反応」について、基礎的な知識力を問うている。また

「蒸留」について、実際の装置や操作を論理的に正しく理解できているかを問う構成とな

っている。 

 

第 2 問は「周期律」「イオン化エネルギーと電子親和力」「原子の構造」「イオン」につい

て、基礎的な事項の理解力と知識力を問うことを意図している。 

 

第 3 問は「化学結合」に関する、根本的な理解力を問うことを目的としている。また、

「日常生活に関わる物質」を幅広く問うており、化学が実生活の中でどのように活かされ

ているかの理解を評価する。 

 

第 4 問は「物質量」に関する定義や用語の理解度を問う構成となっている。化学的な思考

の土台となる計算力や考え方が備わっているかを評価することを意図している。 

 

第 5 問は「酸と塩基」について、定義の理解から基本的な事項を幅広く問うことで、この

単元の総合的な習熟度を測ることを目的としている。また「pH」について、身近なものと

結び付けて理解できているかを評価することも目的としている。 

 

第 6 問は「酸化還元反応」と「イオン化傾向」に関する基本的な考え方や幅広い知識を問

うている。また、それを基に、電池の仕組みやそれに伴う現象について正しく理解できて

いるかを判定する問題を出題している。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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化学 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

化学基礎の主要単元について、基本的な概念や知識及び計算力をバランスよく問うこと

で、高校化学の理解度を総合的に測定することを目的としている。各大問の出題意図は以

下の通りである。 

 

第１問は物質の構成について、「分離操作」「元素と単体」「物質の三態と熱運動」といっ

た基礎的な知識を幅広くかつ満遍なく問う構成となっている。 

 

第 2 問は「電子配置」や「周期律」について、基礎的な知識と理解度を測る問題を出題し

ている。また、根本的な理解から思考力を問うことも意図している。 

 

第 3 問は「化学結合」について、根本的な理解力、また、「分子結晶」や「金属結合と金

属」に関する幅広い知識力を測ることを目的としている。 

 

第 4 問は「物質量」に関する定義や用語の理解度を問う構成となっている。化学的な思考

の土台となる計算力や考え方が備わっているかを評価することを意図している。 

 

第 5 問は「酸と塩基」について、定義の理解から基本的な事項を問うことで、この単元の

総合的な習熟度を測ることを目的としている。また実験や現象をイメージする力や計算力

を測ることも目的としている。 

 

第 6 問は「酸化還元反応」に関する基本的な考え方や幅広い知識を問う問題を出題してい

る。特に「電池」については、その知識と実生活との結びつけができているかを確認する

問 

題構成である。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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生物 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

生物基礎を出題範囲として、多様な面から知識を問い、必須の計算問題を配することで、

高校生物基礎の学習内容に対する理解度を総合的に測定することを目的としている。各大

問の出題意図は以下の通りである。 

 

第１問は「転写のしくみ」、「翻訳のしくみ」、「細胞周期」といった生物基礎のこの分野の

基本事項を取り上げ、基礎的な知識の定着度とその運用能力を確認する構成である。ま

た、DNA から mRNA の塩基の変換作業の実施、ゲノム中の遺伝子の割合およびタンパク

質の平均アミノ酸数の計算といった応用的な出題を行うことで、生物基礎を単なる知識の

羅列としてではなく、生命のしくみの理解を目標として学習しているかを問う構成であ

る。 

 

第２問は「ホメオスタシスと体内の情報伝達」の内容からの出題である。ヒトの体の末梢

の情報を中枢から調節する方法には、自律神経による調節とホルモンによる調節がある。

本問では、受験生が実際に経験したことがあると考えられる「踏み台昇降運動」を例にと

り、両者の調節の違い、中枢の所在、標的器官、内分泌腺と外分泌腺の違いなどを総合的

に問う構成である。また、特に心臓について、外部からの調節とは無関係に自動性をもっ

て拍動を調節し、生命維持の一翼を担っていることの理解も問うている。第１問で十分に

計算問題を出題しているため、本問では知識を問う出題のみとしたが、目的は日常生活の

中で体を動かした際に末梢の状態がいかに調節されるかについての総合的な理解を確認す

ることである。  

 

第３問は「生体防御のしくみ」に関する問題である。ヒトが体を守る生体防御について、

物理的・化学的生体防御、食作用、体液性免疫と細胞性免疫からなる適応免疫について総

合的な理解を確認する出題である。基本的な知識を中心に問うが、同分野を学習する際に

関係する細胞の種類が多様で混乱しがちな点を考慮し、全体的な理解が行われているかを

確認する構成である。第２問同様、第１問で十分に計算問題を出題しているため、本問で

は知識を問う出題のみとした。 

 

今回の出題では生物基礎全体のうち、生態系、植生の遷移とバイオームからの出題は行わ

ず、生物の特徴から１題、ヒトの体内環境の維持から２題という構成とした。しかし、生

物多様性と生態系の理解も重要であり、同分野についても受験生が同様に学習しておくこ

とを期待している。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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生物 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

生物基礎及び生物を出題範囲として、多様な面から知識を問い、計算問題やグラフ問題を

配することで、高校生物基礎及び生物の学習内容に対する理解度を総合的に測定すること

を目的としている。各大問の出題意図は以下の通りである。 

 

第１問は生物基礎及び生物の範囲からの出題である。A と B に区分され、A ではアミノ酸

とタンパク質の構造を問う出題である。問題は短く、タンパク質全体の構造を問うまでに

は至っていないが、生命を理解する上で重要な役割を担うタンパク質の基本単位であるア

ミノ酸の理解を確認することを目的としている。B では細胞膜の輸送タンパク質であるチ

ャネル、輸送体（担体）、ポンプに関する出題である。チャネルのゲートのついた管とい

う表現、輸送体の立体構造の変化、ポンプの濃度勾配に逆らった輸送など、基本的な特徴

を端的に表す表現を判断する能力を問う構成である。 

 

第２問は生物基礎及び生物の範囲からの出題である。DNA の構造とタンパク質合成のし

くみを取り扱いながら、核酸の 5’と 3’の方向性の理解、突然変異の把握、DNA の抽出方

法など、生物基礎及び生物のポイントとなる作業性や実験に関する出題を含めている。こ

れは単なる知識の暗記だけでは処理できない出題である。また、ペプチド鎖を指定する塩

基配列の種類をコドン表から計算する出題では、遺伝暗号表の使用方法を問うている。こ

れらは学習段階で主体的な理解を目標とし、能動的に学んだことを確認することで受験生

の学習姿勢を問う構成である。 

 

第３問は生物基礎及びその発展からの出題である。A～C に区分され、A では血糖濃度調

節に関して自律神経とホルモンの働きを知識の面から問う出題である。両者が協調して働

くことでホメオスタシスを維持するしくみを問う構成である。B では血糖濃度とインスリ

ン濃度の変化のグラフを利用し、健康な人と２種類の糖尿病患者の状態の違いを考察する

出題である。定型的なグラフ問題であるが、教科書に記載されているグラフの意味を把握

する学習が普段から行われているかを確認する構成である。C では水溶性ホルモンと脂溶

性ホルモンの作用メカニズムに関する出題である。これらは生物基礎の教科書に発展的内

容として扱われているものであり、生物基礎をより深く学習する態度を求める構成であ

る。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 

 

 

  



9 

 

数学 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

本試験では、数学Ⅰ・数学 A の主要分野から幅広く出題し、高校での学習内容の理解度と

活用力を評価することを目的としている。 

 

第 1 問は小問集合であり、図形の計量、平面図形の性質、関数、場合の数の 4 分野から出

題している。円に内接する正八角形の面積を求める問題では図形的な考察力を、三角形の

辺上の点の配置と平行条件を手がかりに比の関係を整理する問題では、図形における比の

扱いに関する理解と活用力を問うている。絶対値を含む関数の最大・最小の問題では、絶

対値を処理するための場合分け、正四面体の塗り分けの問題では、数え上げの手法が身に

ついているかを確認するねらいがある。 

 

第 2 問はデータの分析に関する問題で、平均値と標準偏差の表と対応するヒストグラムを

選ぶ設問から始まり、ヒストグラムと箱ひげ図の対応関係、さらに共分散や相関係数へと

展開する構成としている。表やグラフからデータの特徴を的確に読み取る力に加え、代表

値の意味や計算手順に関する理解度を測っている。日常的な題材を用いることで、データ

を実際の文脈で解釈する力も評価している。 

 

第 3 問は図形の計量に関する問題で、三角形の辺と角に関する条件をもとに、正弦定理、

余弦定理を適切に使い分けながら、角度、辺の長さ、面積、内接円の半径を順に求めてい

く構成である。三角比の基本公式を正確に使いこなすことができるかを問うとともに、設

問を段階的に配置し、問題の流れに沿って思考を深められるよう配慮している。 

 

第 4 問は 2 次関数に関する問題で、与えられた関数に対して置換を行い、新たな変数での

最小値を求めた後、元の変数における最大・最小を考察させている。変数の置き換えによ

る式の整理、2 次関数の最大・最小の求め方、定義域の制限を踏まえた議論など、2 次関

数に関する総合的な力を測定するねらいがある。 

 

全体として、計算力・論理的思考力・公式の活用力をバランスよく問う構成となってお

り、基礎的な知識の定着を確認しつつ、応用的な思考を要する問題も含めた内容である。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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数学 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

本試験は、数学Ⅰ・数学 A の各分野について、基礎的な理解から発展的な応用まで段階的

に問う構成とし、受験生の数学的な思考力と問題解決能力を総合的に評価することを目的

としている。 

 

第 1 問は小問集合で、計算、図形と計量、関数の分野から 4 問を出題している。無理数を

含む式の計算では対称性に着目した処理能力を、三角形の辺の長さを求める問題では外接

円半径や面積と三角比の関係など基本公式の活用を問うている。絶対値記号を含む関数が

特定の点を通る条件や、直角三角形における斜辺の最小値を求める問題では、条件の整理

と 2 次関数への帰着ができるかを評価している。 

 

第 2 問は 2 次関数をテーマとし、グラフが 2 点を通るという条件のもと、係数の決定から

始まり、グラフが x 軸より常に上にある条件、頂点の y 座標が最大となる場合、x 軸と異

なる 2 点で交わる条件へと段階的に発展させている。文字を含む式の扱いや判別式を用い

た議論など、2 次関数の性質を多面的に理解しているかを測る問題である。 

 

第 3 問は図形と計量に関する問題である。直角二等辺三角形を題材に、角の二等分線の性

質を手がかりとして辺の比を整理し、そこから三角比の値を求めさせている。続いて、与

えられた条件に基づいて円を設定し、その円に外接する正八角形の一辺の長さと面積を求

めさせることで、図形的な発想と計算力を組み合わせた総合的な力を評価するねらいがあ

る。 

 

第 4 問は確率に関する問題で、2 つの箱の間で玉を移動させる試行を繰り返す設定のも

と、1 回の試行における確率と期待値、複数回の試行を経た後の確率を求める内容として

いる。事象の整理、確率の計算、期待値の導出といった基本事項に加え、試行を重ねた場

合の状況を正しく把握する力を測定している。 

 

全体として、計算技能に加え、問題文を正確に読み取り条件を整理する力、数学的な筋道

を立てて解答に至る力など、多面的な力を評価できる内容である。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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日本史 2025 年度公募制推薦入試 出題の意図 

 

全体として、問題は古代から近代までの時期を扱い、時代・分野をまたいだ総合的な理解

を問うている。各大問の本文は、豊臣秀吉や長州藩などテーマ史的に構成しており、教科

書とは異なる構成の文章に対しても学んできた知識を引き出すことができる力を求めてい

る。 

総設問数 50 問の過半数が基礎的知識を問う語句問題が占め、教科書本文相当の基礎～標

準レベルの難易度の問いが大半である。ただし、個別の用語の丸暗記だけでは解答できな

い問題も設け、時代の流れと年代感覚、地理的感覚、史料読解力など、多面的な力を測定

している。 

 

第１問は鎌倉時代から室町時代までの文化史を中心に、政治史・外交史も含めて分野横断

的な理解力を評価している。西暦年・時期に関する大まかな年代把握の力も測定してい

る。 

 

第２問は平安時代の政治史に関する問題で、9 世紀における為政者の交代を中心に問うて

いる。混同しやすい天皇名や藤原氏の人物名などを区別できるか、基本事項の正確な理解

力を求めている。 

 

第３問は豊臣秀吉の政治を軸に、空欄補充形式にて用語や人物名などの語句を答える問題

を中心としている。安土・桃山時代の政治史について、地名を含む基本知識の定着を評価

するねらいがある。 

 

第４問は長州藩の歴史を軸に、江戸時代から明治時代初期までについて概観している。各

設問では雄藩の藩政改革や明治維新などについて幅広く問い、また一部は史料文を用い

て、基礎的な史料読解力と、読み取った内容を知識と結びつける力も評価している。 

 

※各問いの詳細は、公募制推薦入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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日本史 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

全体として、問題は古代から現代までの時期を網羅的に扱い、時代・分野をまたいだ総合

的な理解を問うている。各大問の本文は、仏教史やキリスト教史などテーマ史的に構成

し、教科書とは異なる構成の文章に対しても学んできた知識を引き出せる力を求めてい

る。 

総設問数 50 問の過半数が基礎的知識を問う語句問題が占め、教科書本文相当の基礎～標

準レベルの難易度の問いが大半である。ただし、個別の用語の丸暗記だけでは解答できな

い問題も設け、時代の流れと年代感覚、地理的感覚、史料読解力など、多面的な力を測定

している。 

 

第１問は律令制度をテーマに、飛鳥時代から奈良時代の政治史について問うている。古代

の政治史について、旧国名や地名などの地理的事項を含む基本知識の定着を評価するねら

いがある。 

 

第２問は院政期から室町時代までの仏教史に関する問題で、中世の文化史と政治史を網羅

的に扱っている。文章選択問題を多めに配置し、個別の用語の暗記だけでなく、内容の理

解ができているかを評価している。 

 

第３問は戦国時代から明治時代までのキリスト教史に関する問題で、文化史・政治史・外

交史を幅広く問う構成としている。一部は史料文を用いて、基礎的な史料読解力と、読み

取った内容を知識と結びつける力を評価している。 

 

第４問は小問集合で、各設問でそれぞれ２つの文章の正誤を判断する形式としている。近

世から現代（戦後史）まで幅広く出題している。消去法では対応できない形式であり、基

本事項の正確な理解力を測定するねらいがある。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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世界史 2025 年度一般入試 出題の意図 

 

特定の国・地域の歴史を扱うリード文を読み、本文中の空欄や下線部に関連する設問に答

える形式で出題した。設問は、空欄に入る語句を選ぶ問題と、文章の正誤を判定する問題

を中心とし、特に「誤っているもの」を選ばせる設問を多く出題した。これには、重要用

語を知っているかどうかにとどまらず、用語の定義、時代・地域の整合性、因果関係のつ

ながりなどを踏まえ、誤りを見抜く力を測ろうとする意図がある。また、リード文の範囲

内の知識にとどまらず、設問の意図に応じて他の時代・地域の知識とも結びつけて理解で

きているかを評価する設問も出題した。 

 

第１問は南北アメリカ文明から近代にかけてのアメリカ大陸史をリード文として示してい

る。古代アメリカ文明の特徴、ヨーロッパ人の到来以降の支配のあり方、奴隷貿易などの

基礎理解を測りつつ、地形や人種主義に関わる設問では、歴史上の出来事を単独で暗記す

るのではなく、植民地支配を地理条件・経済・社会と関連づけ、多面的に捉えられている

かを測った。 

 

第２問は春秋・戦国時代の中国における社会変動と諸子百家の関係をリード文として示し

ている。当時の政治・社会の変化と思想史を結びつけて理解できているかを測りつつ、漢

字文化圏に関する設問では、中国史を東アジア史の枠組みで相対化し、周辺地域への波及

についても理解できているかを測った。 

 

第３問は科学革命を中心に、観察・実験・数学化といった方法の転換、学術団体の成立や

王権による保護などを踏まえ、その成果が 18 世紀の産業革命へ波及する流れについて基

礎理解ができているかを測った。また、古代ギリシア・ローマとの対比を示すことで、科

学革命の新しさを相対化し、人物・業績の暗記を越えて、その歴史的意義を理解できてい

るかを問うた。 

 

第４問は主に 14～16 世紀ごろのオスマン帝国・サファヴィー朝・ムガル帝国を扱い、そ

れぞれの政治・宗教・社会制度を比較しながら特徴を理解できているかを測った。加え

て、設問にはイスタンブルの通史に関する内容や、教科書の別章で扱われる 17 世紀以降

のオスマン帝国に関する内容も含んでおり、16 世紀までの歴史と 17 世紀以降の展開を関

連づけて理解しているかどうかを測った。 

 

※各問いの詳細は、一般入試前期 A の内容を具体例として記載しております。 
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